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近
代
に
お
け
る
鳥
居
強
右
衛
門
顕
彰

岡
村　

龍
男

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
長
篠
合
戦
の
前
哨
戦
で
あ
る
長
篠
城
攻
防
戦
の
折
、
城
主
奥
平
信
昌
の

命
を
受
け
、
城
を
出
て
家
康
に
援
軍
を
求
め
に
行
き
、
そ
の
帰
路
武
田
軍
に
捕
ま
り

磔
刑
と
な
っ
た
鳥
居
強
右
衛
門
に
つ
い
て
、
東
三
河
の
人
々
が
明
治
以
降
に
ど
の
よ

う
な
顕
彰
活
動
を
行
っ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

長
篠
合
戦
は
、
東
三
河
を
舞
台
と
し
た
合
戦
の
な
か
で
も
、
日
本
史
上
著
名
な
合

戦
で
あ
る
が
、
合
戦
そ
の
も
の
に
関
す
る
研
究
だ
け
で
な
く
、
近
世
前
期
か
ら
中
期

に
お
け
る
、
長
篠
合
戦
に
参
加
し
た
武
士
の
子
孫
た
ち
に
よ
る
歴
史
書
の
編
さ
ん
に

伴
う
合
戦
伝
承
の
形
成（
１
）や
、
近
代
に
お
け
る
地
元
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
供
養

碑
・
顕
彰
碑
の
建
立
を
伴
う
古
戦
場
空
間
（
史
蹟
）
の
形
成
に
関
す
る
研
究（
２
）も

行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、本
稿
で
取
り
上
げ
る
鳥
居
強
右
衛
門
に
つ
い
て
も
、

後
年
に
お
け
る
慰
霊
や
顕
彰
活
動
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

金
子
拓
氏
は
近
世
以
降
に
強
右
衛
門
の
「
虚
像
」
が
、
い
か
な
る
経
緯
を
た
ど
っ

て
増
幅
、
再
生
産
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
検
討
さ
れ
た（
３
）。
近
世
に
つ
い
て
は
史
書

や
大
名
家
の
系
譜
な
ど
で
の
強
右
衛
門
の
取
り
上
げ
ら
れ
か
を
検
討
さ
れ
た
。ま
た
、

近
代
に
つ
い
て
は
錦
絵
、
教
科
書
、
小
説
な
ど
で
一
般
に
ひ
ろ
ま
っ
た
強
右
衛
門
の

虚
像
が
、
日
清
、
日
露
戦
争
を
経
て
軍
国
主
義
に
利
用
さ
れ
な
が
ら
広
ま
っ
て
い
く

様
子
や
、
強
右
衛
門
の
生
誕
地
で
あ
る
宝
飯
郡
八
幡
村
市
田
（
豊
川
市
市
田
）
と
合

戦
の
舞
台
と
な
っ
た
南
設
楽
郡
長
篠
村
、
東
郷
村
（
と
も
に
新
城
市
）
に
お
け
る
顕

彰
活
動
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
羽
賀
祥
二
氏
は
、
長
篠
合
戦
戦
没
者
の
慰
霊
を
通
じ
た
史
蹟
空
間
と
し
て

の
長
篠
古
戦
場
の
形
成
過
程
を
分
析
さ
れ
た（
４
）。
近
世
の
地
誌
に
お
け
る
長
篠
合

戦
の
記
述
、
明
治
以
降
に
お
け
る
鳥
居
強
右
衛
門
と
武
田
方
武
将
の
馬
場
美
濃
守
の

神
格
化
、
大
正
か
ら
戦
前
に
か
け
て
行
わ
れ
た
古
戦
場
の
記
念
碑
群
の
建
立
を
と
お

し
て
、
地
域
全
体
が
一
つ
の
史
蹟
空
間
と
し
て
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
歴
史

観
を
反
映
し
な
が
ら
、
特
徴
あ
る
姿
を
示
し
続
け
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、令
和
七
年
度
図
書
館
資
料
展
で
は
長
篠
合
戦
四
百
五
十
年
に
あ
わ
せ
、

「
長
篠
合
戦
と
東
三
河
の
人
々
」
を
開
催
し
た（
５
）。
同
展
は
、
長
篠
合
戦
直
後
に
お

け
る
戦
没
者
慰
霊
を
展
示
の
出
発
点
と
し
、
江
戸
時
代
に
つ
い
て
は
東
三
河
に
お
け

る
長
篠
合
戦
研
究
の
さ
き
が
け
で
あ
る
新
城
の
太
田
白
雪
や
、
そ
の
影
響
を
受
け
た

豊
川
や
吉
田
の
文
化
人
た
ち
に
よ
る
著
作
を
紹
介
し
た（
６
）。
明
治
以
降
は
、
前
述

の
金
子
氏
や
羽
賀
氏
の
研
究
を
な
ぞ
る
形
で
長
篠
合
戦
の
慰
霊
や
顕
彰
活
動
を
紹
介

す
る
と
と
も
に
、新
城
市
内
に
お
け
る
長
篠
合
戦
の
郷
土
教
育
を
併
せ
て
紹
介
し
た
。

「
長
篠
合
戦
そ
の
も
の
の
話
し
が
な
い
」
と
い
う
声
も
あ
っ
た
が
、
身
近
な
場
所
に

合
戦
に
関
連
す
る
地
域
と
出
来
事
が
あ
っ
た
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
と
い
う
声
も
多

く
い
た
だ
い
た
。

　

さ
て
、
本
稿
は
資
料
展
で
は
十
分
に
検
討
で
き
な
か
っ
た
近
代
（
明
治
か
ら
昭
和

戦
前
期
）
に
お
け
る
鳥
居
強
右
衛
門
顕
彰
に
着
目
す
る
。
こ
の
時
期
に
お
け
る
鳥
居

強
右
衛
門
に
着
目
す
る
理
由
は
以
下
の
二
点
で
あ
る
。
①
明
治
以
降
の
東
三
河
に
お

け
る
合
戦
当
事
者
の
顕
彰
に
お
い
て
、
奥
平
信
昌
、
馬
場
信
房
、
鳥
居
強
右
衛
門
が

別
格
視
さ
れ
て
い
た
な
か
で
も
特
別
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
（
後
述
す
る
「
長
篠
合
戦

顕
彰
会
趣
意
書
」）。
②
長
篠
合
戦
の
当
事
者
の
ほ
と
ん
ど
が
地
元
出
身
者
以
外
で
あ

り
、
有
海
原
（
設
楽
原
）
の
決
戦
は
織
田
・
徳
川
軍
と
武
田
軍
が
中
心
（
東
三
河
の

国
衆
ら
は
、
主
に
酒
井
忠
次
と
と
も
に
鳶
巣
砦
攻
略
戦
に
従
軍
し
、
か
つ
主
立
っ
た

国
衆
の
当
主
は
戦
で
討
ち
死
に
し
な
か
っ
た
）
で
あ
っ
た
な
か
で
、
強
右
衛
門
は
数

少
な
い
東
三
河
出
身
者
で
あ
り
、
の
ち
の
時
代
の
地
元
の
人
々
の
間
で
も
特
に
関
心

の
度
合
い
も
高
か
っ
た
（
地
元
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
地
元
出
身
者
を
慰
霊
し
た
く

て
も
、
著
名
な
武
将
が
現
幸
田
町
を
根
拠
地
と
し
た
深
溝
松
平
氏
の
松
平
伊
忠
く
ら

い
で
、
な
じ
み
が
薄
か
っ
た
の
だ
ろ
う
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
強
右
衛
門
は
東
三
河
出
身
（
現
豊
川
市
、
詳
細
は
後
述
）
で
あ
っ

た
こ
と
に
加
え
、
そ
の
自
己
犠
牲
が
近
代
日
本
の
軍
国
主
義
の
中
で
美
談
、
理
想
と

し
て
語
ら
れ
た
（
利
用
さ
れ
た
）
こ
と
で
全
国
的
に
知
ら
れ
る
「
郷
土
の
偉
人
」
と

な
っ
た
。
本
稿
で
は
、
以
下
の
四
点
を
検
討
す
る
。
ま
ず
近
代
に
お
い
て
強
右
衛
門

顕
彰
が
行
わ
れ
る
前
提
と
し
て
、
①
近
世
の
東
三
河
で
ど
の
程
度
強
右
衛
門
の
存
在
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が
知
ら
れ
て
い
た
の
か
を
、
東
三
河
で
編
ま
れ
た
地
誌
や
文
化
人
の
著
作
か
ら
確
認

す
る
。
続
い
て
、
②
近
代
に
お
い
て
強
右
衛
門
の
存
在
が
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
く

様
子
を
主
に
金
子
氏
の
研
究
に
よ
り
な
が
ら
確
認
す
る
。

　

続
い
て
、
①
、
②
を
踏
ま
え
、
③
長
篠
合
戦
の
舞
台
で
あ
っ
た
長
篠
及
び
東
郷
地

区
に
お
け
る
強
右
衛
門
顕
彰
を
検
討
す
る
。
最
後
に
、
④
強
右
衛
門
の
出
生
地
で
あ

る
市
田
（
現
豊
川
市
）
に
お
け
る
強
右
衛
門
顕
彰
を
検
討
す
る
。
な
お
、
強
右
衛
門

顕
彰
を
主
た
る
検
討
対
象
と
す
る
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
強
右
衛
門
顕
彰
の
多
く

は
長
篠
合
戦
顕
彰
と
一
体
的
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
、
大
き
な
枠
組
と
し
て
の
長
篠

合
戦
顕
彰
に
も
注
意
を
払
い
な
が
ら
検
討
を
進
め
た
い
。

１　

近
世
の
東
三
河
に
お
け
る
強
右
衛
門
顕
彰

（
１
）
東
三
河
の
地
誌
な
ど
に
見
ら
れ
る
強
右
衛
門

　

金
子
拓
氏
は
、
強
右
衛
門
に
関
す
る
記
述
は
十
七
世
紀
に
成
立
し
た
『
権
現
様
一

代
記
』（
著
者
松
平
忠
勝
〈
長
篠
合
戦
で
戦
死
し
た
松
平
伊
忠
の
次
男
で
一
六
〇
九

年
没
〉、『
甫
庵
信
長
記
』（
一
六
二
四
年
成
立
）、『
三
河
物
語
』（
一
六
二
六
以
前

に
成
立
）
な
ど
の
史
書
・
軍
記
物
に
は
す
で
に
登
場
し
て
い
た
と
す
る（
７
）。
ま
た
、

軍
記
物
で
は
な
い
が
、
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
に
成
立
し
た
『
倭
漢
三
才
図
会
』

の
な
か
に
強
右
衛
門
の
墓
碑
が
掲
載
さ
れ
て
い
る（
８
）。

　

一
方
で
、
東
三
河
に
つ
い
て
書
か
れ
た
地
誌
に
目
を
向
け
る
と
、
強
右
衛
門
に
つ

い
て
の
記
述
が
あ
る
地
誌
の
初
出
は
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
に
御
油
（
現
豊
川
市
）

の
林
五
郎
太
夫
が
著
し
た
『
三
河
雀
』
で
、
長
篠
村
医
王
寺
に
強
右
衛
門
の
墓
が
あ

る
と
し
て
い
る
（
現
存
せ
ず
）。
ま
た
、
新
城
の
著
名
な
文
化
人
で
あ
る
太
田
白
雪

が
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
に
著
し
た
『
続
柳
陰
』
に
は
、
強
右
衛
門
の
戦
死
地

や
墓
所
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
が
、「
寒
峰
（
雁
峰
山
）」
は
強
右
衛
門
が
狼
煙
を

上
げ
た
場
所
と
し
て
い
る
。

　

地
誌
以
外
で
は
、
豊
橋
市
図
書
館
の
母
体
で
あ
る
「
羽
田
八
幡
宮
文
庫
」
を
創
立

し
た
羽
田
野
敬
雄
が
、
長
篠
古
戦
場
を
二
回
訪
れ
て
い
る
。
一
回
目
は
安
政
五
年

（
一
八
五
八
）
で
あ
る
。
敬
雄
の
日
記
『
萬
歳
書
留
控
』
に
よ
れ
ば
、
敬
雄
は
式
内

社
（
平
安
時
代
の
『
延
喜
式
』
に
記
載
さ
れ
た
神
社
）
を
比
定
し
て
い
く
研
究
の
な

か
で
、設
楽
郡
大
宮
村（
現
新
城
市
）の
石
座
神
社
を「
式
内
社
」と
す
る
道
標
を「
羽

田
文
庫
幹
事
中
」
で
建
て
、
完
成
し
た
道
標
を
見
た
つ
い
で
に
石
座
神
社
、
茶
臼
山

稲
荷
、
松
尾
社
な
ど
、
長
篠
合
戦
ゆ
か
り
の
地
を
見
物
し
た（
９
）。

　

慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
に
も
敬
雄
は
再
び
石
座
神
社
を
訪
れ
る
と
と
も
に
、
長

篠
古
戦
場
、
大
通
寺
（
長
篠
）
の
「
長
篠
古
戦
場
跡
盃
井
跡
」、「
山
県
（
昌
景
）
之

墓
」
な
ど
と
あ
わ
せ
て
新
昌
寺
に
あ
る
強
右
衛
門
の
墓
（
後
述
）
を
見
物
し
た
）
10
（  

。

（
２
）
強
右
衛
門
の
墓

　

強
右
衛
門
の
墓
と
さ
れ
て
い
る
の
が
、
作
手
の
甘
泉
寺
と
有
海
の
新
昌
寺
（
と
も

に
現
新
城
市
）
に
あ
る
。
甘
泉
寺
に
あ
る
の
は
、
厳
密
に
言
え
ば
強
右
衛
門
の
位
牌

と
建
立
年
月
日
不
明
の
「
伝
強
右
衛
門
墓
」
で
あ
る
。
羽
賀
氏
に
よ
れ
ば
、
渡
辺
富

秋
の
『
三
河
国
墳
墓
記
』
に
有
海
村
笹
場
野
に
強
右
衛
門
の
墓
が
あ
り
、
信
長
の
命

に
よ
り
甘
泉
寺
に
改
葬
し
た
。
ま
た
、
林
自
見
の
『
三
河
刪
補
松
』（
一
七
七
五
年

成
立
）
に
は
、
甘
泉
寺
に
改
葬
し
た
の
は
強
右
衛
門
の
六
代
の
子
孫
で
、
奥
平
信
昌

の
血
筋
を
引
く
福
山
松
平
家
に
仕
え
て
い
た
鳥
居
強
右
衛
門
清
商
で
あ
る
と
記
さ
れ

て
い
る
と
い
う
）
11
（  

。
な
お
、
実
物
は
未
見
だ
が
、
乗
本
（
現
新
城
市
）
出
身
の
郷
土

史
家
柿
原
明
十
の
『
長
篠
戦
争
研
究
資
料
』
其
十
（
長
篠
城
史
跡
保
存
館
蔵
）
に
よ

れ
ば
、
天
正
三
年
六
月
十
六
日
（
一
五
七
五
）
に
有
海
村
新
昌
寺
の
土
饅
頭
の
上
に

五
輪
塔
が
建
て
ら
れ
、
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
十
一
月
十
六
日
に
五
輪
塔
と
遺
骨

が
甘
泉
寺
に
移
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
強
右
衛
門
の
嗣
子
信
商
が
作
手
城
主
と
な
っ
て

い
た
松
平
忠
明
の
家
老
と
な
り
、
新
昌
寺
で
は
墓
参
り
が
不
便
で
あ
っ
た
た
め
だ
と

し
て
い
る
）
12
（  

。

　

こ
の
甘
泉
寺
へ
墓
が
移
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
強
右
衛
門
の
墓
が
無
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
有
海
の
新
昌
寺
に
は
、
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
九
月
十
六
日
に
有
海

村
が
願
主
と
な
り
強
右
衛
門
の
墓
が
建
立
さ
れ
た
。
こ
の
墓
石
の
表
面
に
は
、
強
右

衛
門
の
俗
名
、没
年
、行
年
と
と
も
に
「
智
海
常
通
居
士
」
と
戒
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
墓
石
の
左
右
と
裏
面
に
は
強
右
衛
門
の
事
績
や
辞
世
の
句
も
刻
ま
れ
て
お
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り
、
宝
暦
年
間
の
有
海
村
の

人
々
が
強
右
衛
門
の
事
績
に

関
す
る
知
識
を
持
っ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、

こ
の
墓
石
が
建
立
さ
れ
た
経

緯
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な

い
。
今
も
現
存
す
る
こ
の
墓

石
は
、『
三
河
国
名
所
図
絵
』

（
夏
目
可
敬
著
〈
一
八
六
二

年
成
立
〉）
に
も
描
か
れ
て

お
り
、
当
時
す
で
に
旅
人
た

ち
も
立
ち
寄
る
場
所
と
な
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
強
右
衛
門

の
事
績
は
近
世
に
お
い
て
は

地
元
で
も
あ
る
程
度
知
ら
れ

て
い
た
。
特
に
戦
死
し
た
場

所
に
近
い
有
海
村
に
お
い
て
、
村
と
し
て
の
慰
霊
が
行
っ
て
い
た
こ
と
は
注

目
す
べ
き
事
実
で
あ
る
。

（
３
）
長
篠
阿
部
家
の
合
戦
研
究
と
「
長
篠
合
戦
布
陣
図
」

　

近
世
の
東
三
河
に
お
け
る
長
篠
合
戦
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
と
し

て
、
筆
者
は
長
篠
の
医
師
で
文
化
人
と
し
て
も
知
ら
れ
た
阿
部
家
歴
代
の
著
作
に
注

目
し
て
い
る
。
阿
部
家
は
、
乗
本
村
の
阿
部
本
家
か
ら
分
家
し
、
長
篠
村
で
古
医
方

（
漢
方
医
学
の
一
種
）
の
医
院
鳶
巣
軒
を
営
ん
だ
医
師
の
家
系
で
あ
る
。
阿
部
家
の

歴
代
当
主
は
、
医
師
で
あ
る
と
同
時
に
東
三
河
に
関
す
る
研
究
、
執
筆
を
行
っ
て
い

た
）
13
（  

。

　

長
篠
阿
部
家
の
初
代
阿
部
玄
喜
（
信
好
）〈
？
〜
一
七
九
五
〉
は
文
筆
に
も
通
じ
、

林
自
見
の
『
三
河
刪
補
松
』
の
校
訂
者
に
名
を
連
ね
る
と
と
も
に
、
自
ら
も
『
三
河

国
吉
田
郷
八
景
』
を
編
み
、
ま
た
、
渡
辺
富
秋
の
『
引
馬
誌
』
を
転
写
し
、
解
説
を

付
し
た
。

　

二
代
阿
部
玄
説
（
長
解
）〈
？
〜
一
八
一
八
〉
は
初
代
玄
喜
の
息
子
で
あ
る
。
父

と
共
に
医
業
に
従
事
し
た
た
め
玄
喜
を
名
乗
ら
ず
玄
説
を
称
し
た
が
、
後
に
鳶
巣
軒

を
継
い
だ
。
ま
た
『
三
河
国
二
葉
松
』
の
冒
頭
に
解
説
文
を
書
い
た
ほ
か
、
そ
の
成

立
事
情
を
記
し
た
『
三
河
国
二
葉
松　

弐
巻
添
書
』
を
著
し
た
。
玄
説
の
後
、
阿
部

家
は
三
代
か
ら
五
代
も
玄
喜
を
名
乗
り
、
医
者
で
あ
る
と
と
も
に
文
化
人
と
し
て
も

活
動
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
長
篠
や
新
城
を
中
心
に
東
三
河
各
地
に
長
篠
合
戦
に
お
け
る
織
田
・

徳
川
と
武
田
の
両
軍
の
布
陣
や
戦
闘
の
流
れ
が
書
き
込
ま
れ
た「
長
篠
合
戦
布
陣
図
」

（
以
下
、「
布
陣
図
」）
と
い
う
べ
き
絵
図
が
多
数
残
さ
れ
て
い
る
。
初
出
の
も
の
は

阿
部
家
旧
蔵
の
も
の
で
、
東
三
河
各
地
に
残
る
他
の
「
布
陣
図
」
の
い
く
つ
か
を
み

る
と
、
阿
部
家
旧
蔵
の
「
布
陣
図
」
を
写
し
た
か
、
そ
れ
を
さ
ら
に
写
し
た
と
思
わ

れ
る
書
付
が
あ
る
も
の
が
あ
る
。

　

こ
の
「
布
陣
図
」
に
は
、
長
篠
合
戦
と
は
直
接
関
係
の
な
い
江
戸
時
代
に
お
け
る

鳳
来
寺
領
や
乗
本
周
辺
の
村
々
を
色
分
け
し
た
こ
と
を
示
す
文
章
や
凡
例
が
書
き
込

ま
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
鳳
来
寺
領
と
乗
本
周
辺
の
村
々
の
争
い
で
作
成
さ
れ
た
絵

図
が
も
と
も
と
長
篠
に
存
在
し
、
そ
の
絵
図
に
長
篠
合
戦
の
武
将
の
布
陣
場
所
を
記

し
た
の
が
、
こ
の
「
布
陣
図
」
の
も
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
布
陣
図
」
に
は
、
強
右
衛
門
関
連
の
場
所
と
し
て
「
奥
平
人
質
磔
之
場
所
」
と

処
刑
さ
れ
た
場
所
、
長
篠
城
か
ら
抜
け
出
し
た
場
所
、
さ
ら
に
太
田
白
雪
の
『
続
柳

陰
』
に
も
記
述
の
あ
っ
た
「
寒
峰
（
雁
峰
）
山
で
狼
煙
を
あ
げ
た
」
と
い
っ
た
内
容

が
該
当
す
る
場
所
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

　
「
布
陣
図
」
の
筆
写
年
を
み
る
と
、
近
世
後
期
だ
け
で
な
く
明
治
以
降
の
も
の
も

あ
る
。
な
か
に
は
、
柿
原
明
十
の
よ
う
に
近
代
に
長
篠
合
戦
研
究
を
リ
ー
ド
し
た
地

元
の
郷
土
史
家
の
名
前
も
見
え
、
こ
の
「
布
陣
図
」
が
画
像
史
料
と
し
て
人
々
に
長

篠
合
戦
を
印
象
付
け
る
効
果
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

鳥居強右衛門の墓（新城市有海 新昌寺）
羽田野敬雄が描いた鳥居強右衛門の墓
（「安天羅日記」豊橋市図書館蔵）
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柿
原
明
十
が
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
に
長

篠
村
の
林
勲
平
が
所
蔵
す
る
絵
図
を
借
用
し
て

作
成
し
た
図
で
あ
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

柿
原
明
十
が
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
に
阿

部
玄
喜
が
所
蔵
す
る
絵
図
を
借
用
し
て
作
成
し

た
図
で
あ
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

（作成年不明）「阿部家旧蔵　長篠合戦布陣図」（新城市設楽原歴史資料館蔵）

「柿原明十旧蔵  長篠合戦布陣図」の書付
（新城市設楽原歴史資料館蔵  No.1327）

「柿原明十旧蔵  長篠合戦両軍備図」の書付
（新城市設楽原歴史資料館蔵  No.1332）
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２　

近
代
に
お
け
る
強
右
衛
門
像
の
展
開

　

明
治
以
降
の
日
本
に
お
い
て
、
強
右
衛
門
像
は
様
々
な
媒
体
を
通
し
て
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
金
子
拓
氏
の
研
究
に
よ
り
な
が
ら
、
そ
の
様
子
を
見
て
行
こ

う
）
14
（  

。 

（
１
）
浮
世
絵
と
歌
舞
伎　

　

明
治
維
新
後
、
強
右
衛
門
は
錦
絵
・
浮
世
絵
に
登
場
し
た
。
絵
師
月
岡
芳
年
は
明

治
元
年
（
一
八
六
八
）
刊
行
の
『
魁
題
百
撰
相
』
に
、
磔
に
さ
れ
た
「
堀
井
恒
右
衛

門
」
を
、
同
年
刊
行
『
美
談
武
者
八
景
』
の
「
長
篠
の
夜
雨
」
に
は
、
長
篠
城
に
戻

る
途
中
で
武
田
軍
が
仕
掛
け
た
鳴
子
に
か
か
り
、
見
つ
か
り
そ
う
に
な
る
強
右
衛
門

を
描
い
て
い
る
。
以
後
、
芳
年
は
明
治
二
〇
年
頃
ま
で
強
右
衛
門
が
長
篠
城
を
出
て

家
康
の
も
と
へ
向
か
う
場
面
、
長
篠
城
内
に
向
か
っ
て
援
軍
が
来
る
こ
と
を
叫
ん
で

い
る
場
面
な
ど
を
描
い
て
い
る
。

　

続
い
て
、
歌
舞
伎
の
世
界
を
見
て
み
よ
う
。
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
市
村
座

に
お
い
て
上
演
さ
れ
た
「
碁
風
土
紀
魁
升
形
」
の
な
か
に
「
鳥
居
常
右
衛
門
」
が
登

場
す
る
。
ま
た
、同
十
七
年
（
一
八
八
四
）
に
は
新
富
座
に
お
い
て
上
演
さ
れ
た
「
後

風
土
記
劇
本
読
」
に
「
鳥
居
常
右
衛
門
」
が
登
場
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
明
治
前
半

に
強
右
衛
門
の
事
績
は
浮
世
絵
（
錦
絵
）
や
歌
舞
伎
に
よ
っ
て
人
々
の
脳
裏
に
焼
き

付
い
て
い
っ
た
。

（
２
）
書
籍
・
教
科
書

　

近
代
に
お
い
て
、
強
右
衛
門
の
名
を
全
国
に
知
ら
し
め
た
の
は
国
定
教
科
書
へ
の

採
用
と
さ
れ
て
い
る
が
、
金
子
氏
に
よ
る
と
明
治
二
〇
年
代
に
は
す
で
に
強
右
衛
門

の
事
蹟
に
つ
い
て
触
れ
た
書
籍
が
確
認
で
き
る
と
い
う
。
例
え
ば
、
教
育
勅
語
が
発

布
さ
れ
る
直
前
の
明
治
二
十
三
年（
一
八
九
〇
）四
月
に
刊
行
さ
れ
た
遠
藤
角
昨『
教

育
児
談
』
を
み
る
と
、
同
書
は
子
ど
も
向
け
の
教
育
読
み
物
だ
が
、「
鳥
居
強
右
衛

門
の
忠
義
武
勇
」
の
題
で
強
右
衛
門
の
話
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
以
降
、
明
治
末
年

ま
で
に
十
五
点
ほ
ど
が
出
版
さ
れ
た
が
、
そ
の
内
容
は
修
身
の
読
物
、
武
士
の
豪
傑

話
、
軍
人
向
け
の
読
物
な
ど
に
大
別
さ
れ
る
と
い
う
。
修
身
の
分
野
で
の
利
用
は
、

や
は
り
教
育
勅
語
の
内
容
を
ひ
ろ
め
る
た
め
の
格
好
の
材
料
と
し
て
強
右
衛
門
の
事

蹟
が
注
目
さ
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
強
右
衛
門
が
国
定
教
科
書
に
採
用
さ
れ
た
の
は
明
治
三
十
七
年
に
刊
行
さ

れ
た
第
一
期
の
『
尋
常
小
学
読
本
』
で
は
な
く
、
同
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
に
刊

行
さ
れ
た
第
二
期
で
あ
っ
た
。
第
二
期
は
、
日
露
戦
争
勝
利
後
の
国
粋
主
義
の
表
れ

か
文
学
的
教
材
・
国
民
的
教
材
が
追
加
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
強
右
衛
門
は
明
治
初
年
か
ら
錦
絵
や
歌
舞
伎
な
ど
に
よ
り
世
間
に

広
ま
っ
て
い
た
の
に
加
え
、
明
治
二
十
年
代
に
お
け
る
国
家
体
制
強
化
の
思
想
的
基

盤
と
な
っ
た
教
育
勅
語
の
考
え
方
を
涵
養
す
る
た
め
の
材
料
と
な
り
、さ
ら
に
日
清
・

日
露
戦
争
と
い
っ
た
対
外
戦
争
に
よ
り
軍
人
の
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
れ
が
国
定
教
科
書
へ
の
採
用
と
い
う
形
で
学
校
教
育
の
現
場
に
入
り

込
む
こ
と
で
、
強
右
衛
門
の
存
在
は
よ
り
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と

い
う
。

　

な
お
、
金
子
氏
は
強
右
衛
門
が
国
定
教
科
書
で
扱
わ
れ
て
い
た
の
は
明
治
四
十
三

年
（
一
九
一
〇
）
か
ら
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
ま
で
で
あ
り
、
学
校
で
学
ん
だ
の

は
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
か
ら
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
生
ま
れ
の
子
供
た

ち
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
な
ぜ
、
そ
の
後
の
国
定
教
科
書
か
ら
強
右
衛

門
が
外
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
。
一
方
で
、
後
述
す
る
よ
う
に
近
代

の
東
三
河
に
お
け
る
強
右
衛
門
顕
彰
は
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
盛
り
上
が
り

を
見
せ
て
い
る
。
教
科
書
か
ら
外
れ
た
こ
と
と
顕
彰
活
動
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
、

本
稿
で
は
踏
み
込
む
こ
と
が
出
来
な
い
が
今
後
の
検
討
課
題
の
一
つ
と
考
え
て
よ
い

だ
ろ
う
。

（
３
）
類
似
事
例
の
発
掘

　

明
治
期
に
強
右
衛
門
の
事
蹟
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
類
似
事
例
を
引
き
合

い
に
出
す
こ
と
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。金
子
氏
は
、明
治
三
十
七
年（
一
九
〇
四
）

の
第
一
期
国
定
教
科
書
の
『
尋
常
小
学
校
第
三
学
年
』
に
登
場
す
る
谷
村
計
介
と
い
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う
人
物
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

谷
村
は
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
の
西
南
戦
争
で
、
西
郷
隆
盛
の
率
い
る
軍
勢

に
包
囲
さ
れ
た
熊
本
城
か
ら
、城
将
谷
干
城
の
方
針
を
伝
え
る
た
め
に
脱
出
を
試
み
、

二
度
捕
ら
え
ら
れ
な
が
ら
も
使
命
を
果
た
し
て
戦
死
し
た
軍
人
で
あ
る
。
教
科
書
に

登
場
し
た
明
治
三
十
七
年
は
、
西
南
戦
争
か
ら
わ
ず
か
二
十
七
年
し
か
経
っ
て
お
ら

ず
、
維
新
後
に
も
強
右
衛
門
と
同
様
の
自
己
犠
牲
を
成
し
遂
げ
た
人
物
の
存
在
は
当

時
の
人
々
に
よ
り
共
感
を
得
や
す
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
金
子
氏
は
教
科
書
の
中
で
強
右
衛
門
と
谷
村
が
「
古
今
い
っ
つ
い
の
忠
義

な
つ
は
も
の
」
と
賞
賛
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
強
右
衛
門
を
主
人

公
と
し
た
話
が
教
科
書
に
登
場
す
る
の
は
前
述
の
と
お
り
第
二
期
国
定
教
科
書
の
時

な
の
で
、
こ
の
教
科
書
の
記
述
は
強
右
衛
門
の
事
蹟
が
教
科
書
に
登
場
す
る
よ
り
も

前
か
ら
あ
る
程
度
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

も
う
一
つ
、
強
右
衛
門
の
類
似
事
例
と
し
て
広
く
紹
介
さ
れ
た
の
が
、
一
八
三
六

に
ア
メ
リ
カ
で
起
き
た
「
ア
ラ
モ
砦
の
戦
い
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
岡
崎
藩
士
の
家

に
生
ま
れ
た
地
理
学
者
志
賀
重
昴
が
、
メ
キ
シ
コ
か
ら
の
独
立
を
企
て
た
ア
メ
リ
カ

の
テ
キ
サ
ス
の
人
々
に
よ
る
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
の
ア
ラ
モ
砦
を
め
ぐ
る
戦
い
に
お
い

て
、
友
軍
の
援
護
を
求
め
て
砦
を
脱
出
し
た
ボ
ナ
モ
と
い
う
人
物
と
強
右
衛
門
の
事

績
の
類
似
性
に
着
目
し
た
も
の
で
あ
る
。
志
賀
は
、
生
涯
繰
り
返
し
こ
の
「
ア
ラ
モ

砦
の
戦
い
」
に
つ
い
て
各
地
で
講
演
を
し
て
お
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
長
篠
合
戦

三
百
五
十
年
祭
で
は
会
場
と
な
っ
た
有
海
新
昌
寺
で
も
講
演
を
行
っ
て
い
る
。な
お
、

志
賀
は
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
と
岡
崎
城
に
「
ア
ラ
モ
の
戦
い
」
の
記
念
碑
を
建
て
た
。

　

岡
崎
出
身
の
志
賀
に
と
っ
て
は
、
明
治
以
降
に
英
雄
化
し
た
強
右
衛
門
は
、「
三

河
武
士
の
ふ
る
さ
と
」
を
誇
る
岡
崎
の
出
身
者
と
し
て
、
岡
崎
の
出
身
で
は
な
い
に

せ
よ
「
犬
よ
り
忠
実
な
三
河
武
士
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
好
材
料
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

３　

長
篠
・
東
郷
地
区
に
お
け
る
強
右
衛
門
顕
彰

　

明
治
以
降
、
長
篠
古
戦
場
周
辺
に
は
多
く
の
墓
碑
や
案
内
碑
が
相
次
い
で
建
て
ら

れ
て
い
く
。
こ
う
し
た
長
篠
古
戦
場
が
歴
史
空
間
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
く
様
子
に

つ
い
て
は
「
は
じ
め
に
」
で
も
ふ
れ
た
羽
賀
氏
の
研
究
が
あ
る
）
15
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。
羽
賀
氏
は
、
長

篠
古
戦
場
付
近
に
住
む
人
々
が
、
古
戦
場
を
訪
れ
る
様
々
な
人
々
を
案
内
し
た
い
と

い
う
意
思
を
持
っ
て
お
り
、
案
内
を
す
る
た
め
に
長
篠
合
戦
の
史
実
を
求
め
研
究
活

動
を
行
う
と
と
も
に
、
訪
れ
る
人
の
道
し
る
べ
と
な
る
墓
碑
や
案
内
碑
が
建
て
て
い

っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

明
治
以
降
の
長
篠
古
戦
場
付
近
の
郷
土
史
家
た
ち
は
積
極
的
に
古
戦
場
訪
問
者
の

案
内
を
し
た
。
明
治
三
十
三
年
に
「
三
州
設
楽
郡
長
篠
古
戦
場
図
」
を
発
行
し
た
こ

と
で
知
ら
れ
る
長
篠
村
の
林
重
三
郎
は
、
古
戦
場
案
内
を
求
め
て
き
た
訪
問
者
か
ら

受
け
取
っ
た
名
刺
を
帳
簿
に
綴
っ
て
い
た
。
現
存
す
る
も
の
は
明
治
十
七
年
か
ら
同

四
十
四
年
ま
で
の
も
の
で
、
八
百
十
二
枚
が
綴
ら
れ
て
お
り
、
前
述
し
た
志
賀
や
、

鳥
居
家
の
子
孫
、
軍
隊
関
係
者
ら
の
名
刺
も
あ
る
と
い
う
）
16
（  

。

　

ま
た
、
新
城
の
皆
川
登
一
郎
の
著
書
『
長
篠
戦
記
』（
一
九
一
〇
）
の
巻
末
に
以

下
の
よ
う
な
紙
が
貼
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

稟
告

長
篠
古
戦
場
実
地
探
究
ノ
大
方
諸
君
中
或
ハ
東
道
主
人
ノ
必
要
ヲ
感
ゼ
ラ
ル
ル

ア
ラ
ン
此
感
ヲ
懐
カ
ル
ル
諸
君
ハ
請
フ
編
者
ニ
下
命
ア
レ
編
者
ハ
喜
ビ
テ
貴
命

ニ
応
ジ
実
地
ニ
就
キ
詳
細
ニ
説
明
シ
テ
余
薀
ナ
カ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス

　
　
　
　
　
　
　
　

愛
知
縣
南
設
楽
郡
新
城
町
四
百
六
拾
九
番
戸

　

明
治
四
十
三
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皆
川
登
一
郎

　
　
　

三
月　

日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

謹
述

　

皆
川
は
、
長
篠
古
戦
場
探
究
を
行
い
た
い
と
い
う
人
々
に
対
し
、
皆
川
へ
依
頼
し

て
く
れ
れ
ば
喜
ん
で
実
地
説
明
を
行
う
と
言
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
地
元
郷
土
史
家

に
よ
る
長
篠
古
戦
場
の
実
地
案
内
は
戦
後
も
続
く
。
長
篠
城
史
跡
保
存
館
初
代
館
長

と
な
っ
た
丸
山
彭
氏
も
、
多
く
の
訪
問
者
の
応
対
を
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
）
17
（  

。

　

ま
た
、
長
篠
合
戦
研
究
は
地
元
の
学
校
で
も
行
わ
れ
て
い
た
）
18
（  

。
長
篠
小
学
校
で

は
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
十
一
月
、『
甲
陽
軍
鑑
』、『
信
玄
全
集
』、『
甲
斐
国
志
』
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を
購
入
し
、
教
員
た
ち
が
戦
史
研
究
を
盛
ん
に
行
っ
て
い
た
。
強
右
衛
門
の
命
日
を

「
至
誠
式
」
と
名
付
け
、
講
話
、
見
学
、
墓
地
清
掃
な
ど
を
昭
和
二
〇
年
の
終
戦
ま

で
行
っ
て
い
た
。
長
篠
小
学
校
で
は
、
春
と
秋
に
児
童
を
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で

の
二
学
年
ご
と
と
高
等
科
の
四
つ
に
分
け
、
東
郷
村
、
長
篠
村
に
散
在
す
る
合
戦
関

連
史
跡
の
見
学
を
行
っ
て
お
り
、
ゆ
か
り
の
地
の
寺
の
住
職
や
郷
土
史
家
が
児
童
の

対
応
を
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
明
治
以
降
長
篠
古
戦
場
付
近
に
お
け
る
墓
碑
や
案
内
碑
の
建
立
、
慰

霊
や
顕
彰
活
動
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
っ
た
の
か
。そ
の
流
れ
を
追
い
な
が
ら
、

強
右
衛
門
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
き
た
の
か
を
見
て
い
き
た
い
。

（
１
）
英
雄
視
さ
れ
る
馬
場
信
房

　

馬
場
信
房
（
信
春
）
は
、
長
篠
合
戦
に
お
い
て
は
武
田
家
重
臣
と
し
て
参
戦
し
、

武
田
勝
頼
を
い
さ
め
た
が
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、
自
ら
は
討
ち
死
に
し
た
忠
義
の
士
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
近
世
に
お
い
て
、『
信
長
記
』
や
『
甲
陽
軍
鑑
』
で
信
房
の

戦
功
は
繰
り
返
し
語
ら
れ
て
き
た
。『
甲
陽
軍
鑑
』
の
記
述
に
基
づ
い
た
軍
記
物
が

多
く
出
さ
れ
、ま
た
「
武
田
二
十
四
将
図
」
な
ど
が
盛
ん
に
つ
く
ら
れ
る
な
か
で
、「
馬

場
美
濃
守
」
の
人
気
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

　

明
治
以
降
に
は
さ
ら
に
人
気
が
高
ま
り
、
主
君
が
敗
走
す
る
と
き
に
し
ん
が
り
を

務
め
て
戦
死
し
た
忠
義
の
士
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
明
治
二
十
四
年

（
一
八
九
一
）、
新
潟
県
在
住
の
馬
場
家
の
子
孫
を
名
乗
る
人
物
の
出
資
に
よ
っ
て
長

篠
字
西
野
々
に
馬
場
信
房
の
墓
が
建
立
さ
れ
た
。
同
二
十
六
年
に
は
出
沢
村
字
前
畑

に
同
村
の
人
々
が
中
心
と
な
っ
て
馬
場
美
濃
守
戦
死
墓
が
建
立
さ
れ
、
翌
二
十
七
年

に
は
句
碑
も
建
立
さ
れ
た
。
さ
ら
に
翌
二
十
八
年
に
は
出
沢
村
の
若
者
組
が
馬
場
美

濃
守
の
墓
前
で
施
餓
鬼
を
行
っ
た
）
19
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。

　

前
述
し
た
丸
山
氏
は
、
長
篠
合
戦
ゆ
か
り
の
人
物
と
そ
の
子
孫
を
テ
ー
マ
と
し
た

著
作
を
複
数
残
し
て
い
る
が
、
同
じ
く
武
田
重
臣
で
あ
る
山
県
昌
景
、
内
藤
昌
豊
の

子
孫
を
名
乗
る
人
と
比
べ
て
、
馬
場
の
子
孫
を
名
乗
る
人
が
全
国
に
多
く
い
た
よ
う

で
あ
る
）
20
（  

。
丸
山
氏
は
、
そ
の
よ
う
な
武
田
重
臣
の
子
孫
を
名
乗
る
人
々
を
ゆ
か
り

の
地
に
案
内
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
明
治
二
十
年
代
の
長
篠
古
戦
場
周
辺
で
は
、
強
右
衛
門
よ
り
も
馬

場
信
房
の
顕
彰
の
方
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
２
）
有
海
新
昌
寺
及
び
東
郷
村
が
主
体
と
な
っ
た
顕
彰
活
動

　

明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
四
月
、
強
右
衛
門
の
墓
が
あ
る
東
郷
村
有
海
の
新

昌
寺
本
堂
西
側
に
鳥
居
閣
が
建
て
ら
れ
た
）
21
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。
発
起
人
と
な
っ
た
の
は
同
時
住
職
の

横
山
良
仙
で
あ
っ
た
。
新
昌
寺
と
い
え
ば
、
宝
暦
年
間
に
建
て
ら
れ
た
強
右
衛
門
の

墓
が
あ
る
寺
で
あ
る
。
新
昌
寺
は
、
戦
前
の
長
篠
古
戦
場
周
辺
地
域
に
お
け
る
強
右

衛
門
顕
彰
の
拠
点
と
な
っ
て
い
く
。
新
昌
寺
で
は
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
に
強

右
衛
門
の
墓
域
拡
大
の
た
め
の
寄
付
を
募
っ
た
。
有
海
で
は
鳥
居
講
と
称
す
る
頼
母

子
講
を
行
っ
て
寄
付
金
を
集
め
た
。
こ
の
寄
付
金
を
基
に
し
て
、
新
た
な
強
右
衛
門

墓
域
一
帯
が
同
九
年
に
完
成
し
た
。

　

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
四
月
に
は
東
郷
村
有
海
字
篠
原
（
現
在
の
場
所
へ
は
昭

和
四
十
四
年
〈
一
九
六
九
〉
に
移
さ
れ
て
お
り
、
当
初
は
も
う
少
し
新
昌
寺
寄
り
に

あ
っ
た
）
に
鳥
居
強
右
衛
門
磔
死
之
跡
碑
が
建
設
さ
れ
た
。
当
時
の
東
郷
村
長
山
内

五
寿
雄
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
こ
の
地
に
は
そ
れ
以
前
に
陸
軍
医
総
監
松
井
順
が
建
て

た
強
右
衛
門
磔
死
の
地
の
木
標
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
朽
ち
た
の
で
東
郷
村
が
豊
川

鉄
道
株
式
会
社
と
謀
り
、
奥
平
昌
恭
（
長
篠
城
主
奥
平
信
昌
の
子
孫
）
の
寄
付
と
豊

川
鉄
道
有
志
の
寄
付
金
を
得
て
建
て
た
と
い
う
。こ
の
記
念
碑
は
奥
平
昌
恭
が
撰
文
、

『
日
本
戦
史
』
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
横
井
忠
直
（
戦
史
家
）
が
筆
を
と
り
、
ま

た
題
字
は
徳
川
宗
家
十
六
代
の
徳
川
家
達
（
当
時
貴
族
院
議
長
）
で
あ
っ
た
。
な
お
、

同
年
に
は
長
篠
古
戦
場
顕
彰
会
に
よ
っ
て
古
戦
場
内
に
多
数
の
案
内
石
碑
が
立
て
ら

れ
て
お
り
、
長
篠
古
戦
場
が
史
蹟
空
間
と
し
て
整
備
さ
れ
た
。

　

ま
た
同
年
九
月
に
は
、
豊
川
鉄
道
長
篠
駅
（
現
在
の
飯
田
線
大
海
駅
）
前
に
鳥
居

権
現
の
碑
が
建
設
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
新
昌
寺
住
職
横
山
良
仙
の
発
願
、
豊
橋
市
下

地
町
の
夏
目
直
一
の
寄
進
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
八
月
に
は
、
東
郷
村
八
束
穂
信
玄
花
菱
座
に
お
い
て
長
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篠
古
戦
場
顕
彰
会
第
一
回
総
会
が
行
わ
れ
た
。
同
会
は
、
長
篠
合
戦
に
お
い
て
忠
勇

義
烈
を
尽
く
し
た
諸
士
の
遺
風
を
顕
彰
し
、
あ
わ
せ
て
古
戦
場
遺
跡
を
保
存
す
る
こ

と
を
活
動
目
的
と
し
て
発
足
し
た
。
同
会
の
趣
旨
書
で
は
、
特
に
顕
彰
す
る
人
物
と

し
て
武
田
方
は
馬
場
信
房
、
山
県
昌
景
、
内
藤
昌
豊
、
徳
川
方
は
奥
平
信
昌
と
鳥
居

強
右
衛
門
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。

　

同
会
会
長
に
は
南
設
楽
郡
長
の
河
野
省
一
郎
を
、
副
会
長
は
医
師
で
あ
る
と
同
時

に
郷
土
史
家
で
も
あ
っ
た
牧
野
文
齊
が
選
出
さ
れ
た
。
記
念
講
演
は
前
述
の
志
賀
重

昴
が
、
や
は
り
ア
ラ
モ
砦
の
戦
い
と
強
右
衛
門
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　

な
お
、
同
会
は
翌
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
八
月
に
『
長
篠
古
戦
場
案
内
図
』
を

作
成
し
た
。
両
軍
の
陣
容
や
戦
死
者
の
墳
墓
、
新
城
停
車
場
か
ら
そ
れ
ら
の
場
所
へ

至
る
ま
で
の
道
順
を
示
し
た
も
の
で
、
羽
賀
氏
は
古
戦
場
へ
の
社
会
的
関
心
の
高
ま

り
を
背
景
に
、
訪
問
者
が
史
蹟
を
巡
覧
す
る
際
の
目
印
と
し
て
前
述
の
標
柱
な
ど
が

建
て
ら
れ
、
さ
ら
に
こ
の
案
内
図
の
出
版
に
よ
っ
て
長
篠
古
戦
場
は
空
間
的
な
拡
が

り
を
持
つ
場
と
し
て
形
成
さ
れ
た
と
評
価
し
て
い
る
）
22
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（
３
）
鳥
居
強
右
衛
門
勝
商
長
篠
戦
役
陣
歿
将
士
三
百
五
十
年
祭

　

大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
十
二
月
十
六
日
、
十
七
日
の
二
日
間
、
長
篠
戦
役
人

歿
将
士
三
百
五
十
年
奉
斎
会
主
催
で
三
百
五
十
年
祭
が
有
海
新
昌
寺
鳥
居
閣
前
を
会

場
に
開
催
さ
れ
た
。「
長
篠
戦
役
」
の
前
に
強
右
衛
門
の
名
前
が
冠
さ
れ
た
こ
と
は
、

長
篠
合
戦
に
お
け
る
強
右
衛
門
の
存
在
が
特
別
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
表
れ
で
あ
ろ

う
。
南
設
楽
郡
長
長
谷
川
義
男
を
会
長
、
長
篠
古
戦
場
に
位
置
す
る
東
郷
村
長
夏
目

潮
五
郎
と
長
篠
村
長
時
野
武
司
が
副
会
長
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
長
篠
古
戦
場
顕

彰
が
民
間
団
体
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
三
百
五
十
年
祭
は
郡
と
長

篠
合
戦
の
舞
台
と
な
っ
た
二
つ
の
村
が
主
導
し
た
点
で
特
筆
す
べ
き
祭
典
で
あ
っ
た
。

　

祭
典
は
十
六
日
の
午
前
に
長
篠
村
・
東
郷
村
の
在
郷
軍
人
・
青
年
団
員
と
郡
内
出

身
の
現
役
兵
が
参
加
し
た
記
念
模
擬
戦
に
始
ま
り
、
新
昌
寺
に
場
所
を
移
し
て
の
法

要
が
行
わ
れ
た
。
午
後
は
長
篠
村
青
年
団
に
よ
る
角
力
、
地
元
の
小
学
生
が
参
加
し

た
野
試
合
、
相
撲
が
行
わ
れ
た
。
翌
十
七
日
は
前
述
の
志
賀
重
昴
に
よ
る
「
ア
ラ
モ

の
戦
い
」
に
関
す
る
講
演
と
、
豊
橋
在
住
の
陸
軍
少
将
五
味
為
吉
に
よ
る
「
長
篠
合

戦
の
遺
訓
」
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。

（裏面） 「鳥居強右衛門磔死之跡碑」（表）
（新城市有海）
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祭
典
の
期
間
中
、長
篠
城
址
の
弾
正
廓
を
会
場
と
し
た
遺
物
展
覧
会
が
行
わ
れ
た
。

主
な
出
品
者
は
奥
平
昌
恭
、
林
勲
平
（
長
篠
村
）、
阿
部
玄
喜
（
長
篠
村
）、
医
王
寺
、

新
昌
寺
、
牧
野
図
書
館
（
牧
野
文
斎
）
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
祭
典
開
催
を
記
念
し
て

郷
土
史
家
川
合
森
之
助
編
『
長
篠
戦
略
記
』
と
記
念
絵
葉
書
が
来
賓
に
配
ら
れ
た
。

　

な
お
、
羽
賀
氏
は
翌
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
南
設
楽
郡
誌
』
の
序
文
で
、
郡
長
長
谷

川
義
男
が
「
鳥
居
強
右
衛
門
勝
商
が
千
古
不
朽
の
誠
忠
に
鬼
神
を
泣
か
し
め
た
る
壮

挙
は
、
普
く
世
人
の
熟
知
す
る
所
に
し
て
、
特
に
郡
民
諸
氏
の
感
慨
や
一
層
深
刻
な

る
も
の
あ
る
を
信
ず
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
郡
誌
と
い
う
公
式
の
史
書

に
書
き
込
ま
れ
る
こ
と
で
、
強
右
衛
門
が
地
元
の
英
雄
と
し
て
祭
り
上
げ
ら
れ
て
い

っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
）
23
（  

。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
史
蹟
空
間
が
生
み
出
さ
れ
た
要
因
に
つ
い
て
、
羽
賀
氏
は
明

治
四
十
四
年
に
愛
知
県
内
で
行
わ
れ
た
史
跡
名
勝
の
調
査
、
大
正
二
年
秋
に
実
施
さ

れ
た
陸
軍
特
別
大
演
習
の
際
に
、
大
正
天
皇
の
観
覧
に
供
す
べ
き
名
所
・
旧
蹟
・
古

戦
場
調
査
の
二
つ
を
県
内
各
郡
に
行
わ
せ
た
。
南
設
楽
郡
で
は
、
旧
蹟
と
し
て
野
田

城
址
と
長
篠
城
址
、
古
戦
場
と
し
て
長
篠
、
古
墳
と
し
て
強
右
衛
門
、
馬
場
信
房
、

山
県
昌
景
、
内
藤
昌
豊
の
墓
及
び
信
玄
塚
が
あ
り
、
長
篠
古
戦
場
付
近
の
保
存
活
動

に
つ
い
て
は
長
篠
古
戦
場
顕
彰
会
が
行
っ
て
い
る
と
郡
が
報
告
し
て
い
た
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
）
24
（  

。

　

こ
の
よ
う
に
、
長
篠
・
東
郷
地
区
で
は
長
篠
合
戦
及
び
強
右
衛
門
の
顕
彰
が
明
治

二
〇
年
代
か
ら
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
た
。
羽
賀
氏
が
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ

の
一
連
の
顕
彰
活
動
を
通
じ
て
古
戦
場
は
史
蹟
と
し
て
整
備
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の

背
景
に
は
郷
土
の
歴
史
を
訪
れ
る
人
々
に
正
し
く
伝
え
た
い
と
い
う
地
元
の
人
々
、

特
に
郷
土
史
家
の
強
い
思
い
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

４　

市
田
に
お
け
る
強
右
衛
門
顕
彰

　

長
篠
古
戦
場
付
近
で
様
々
な
顕
彰
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
大
正
期
、
強
右
衛
門
の

出
生
地
と
さ
れ
る
八
幡
村
市
田
（
現
豊
川
市
）
で
も
活
発
な
動
き
が
見
ら
れ
た
。
そ

も
そ
も
、
強
右
衛
門
が
市
田
出
身
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
金
子
氏
に
よ
れ
ば
宝
永

七
年
（
一
七
一
〇
）
の
序
が
あ
る
『
三
州
長
篠
戦
記
（
四
戦
紀
聞
）』（
幕
臣
根
岸
直

利
編
）
が
初
出
で
あ
る
と
い
う
。

　

さ
て
、
先
に
見
た
長
篠
古
戦
場
付
近
の
明
治
以
降
の
顕
彰
活
動
の
動
向
に
つ
い
て

は
史
料
に
乏
し
く
、
刊
行
物
の
記
述
に
依
拠
す
る
し
か
な
か
っ
た
が
、
市
田
に
お
け

る
強
右
衛
門
顕
彰
に
つ
い
て
は
明
治
末
年
か
ら
始
ま
っ
た
強
右
衛
門
顕
彰
を
行
っ
た

「
鳥
居
会
」
が
作
成
、
収
受
し
た
文
書
「
鳥
居
会
文
書
」（
松
永
寺
蔵
）
が
残
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
史
料
群
を
一
部
使
用
し
た
金
子
氏
に
よ
れ
ば
、
鳥
居
会
の
幹
事
的
立
場

で
あ
っ
た
寺
部
與
吉
、
早
川
卓
治
の
も
と
に
あ
っ
た
書
簡
や
新
聞
切
り
抜
き
、
覚
え

書
き
な
ど
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

　

現
存
す
る
「
鳥
居
会
文
書
」
は
鳥
居
会
が
収
受
し
た
書
簡
や
葉
書
だ
け
で
な
く
、

会
の
発
信
文
書
に
つ
い
て
は
そ
の
下
書
き
や
控
え
、
関
連
す
る
新
聞
記
事
の
切
り
抜

き
や
会
で
発
行
し
た
絵
葉
書
、
当
時
出
版
さ
れ
た
長
篠
合
戦
や
強
右
衛
門
に
関
す
る

書
籍
も
綴
り
込
ま
れ
て
お
り
、
綴
六
点
に
約
七
〇
件
の
文
書
等
が
綴
り
込
ま
れ
て
い

る
。
筆
者
が
閲
覧
し
た
の
は
新
城
市
設
楽
原
歴
史
資
料
館
蔵
の
複
写
版
で
あ
る
。
以

後
、
鳥
居
会
文
書
を
引
用
す
る
際
に
使
用
す
る
史
料
番
号
は
、
同
館
に
よ
る
整
理
番

号
で
あ
る
。

（
１
）
赤
塚
山
へ
の
記
念
碑
「
烈
士
鳥
居
勝
商
碑
」
建
設

　

現
在
も
豊
川
市
の
赤
塚
山
に
残
る
強
右
衛
門
の
「
烈
士
鳥
居
勝
商
碑
」（
以
下
、

記
念
碑
と
す
る
）
建
設
の
経
緯
に
つ
い
て
、鳥
居
会
の
幹
事
で
あ
っ
た
早
川
卓
治
は
、

晩
年
の
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
に
以
下
の
よ
う
に
振
り
返
っ
て
い
る
）
25
（  

。

烈
士
鳥
居
勝
商
碑
建
碑
ノ
思
ヒ
出

明
治
四
十
二
年
四
月
三
日
、
前
市
田
学
校
長
神
谷
福
之
助
先
生
「
二
十
五
年
勤

続
」
ヲ
招
キ
謝
恩
会
ヲ
開
会
ノ
議
起
り
、
時
ノ
凱
旋
軍
人
二
十
数
名
主
体
ト
ナ

リ
寺
部
与
吉
・
寺
部
保
蔵
・
寺
部
英
次
・
和
歌
山
覚
太
郎
・
山
田
伊
吉
・
菅
沼

喜
三
郎
・
早
川
金
作
・
植
島
新
平
・
白
井
喜
蔵
・
其
他
二
十
数
名
、
在
郷
軍
人

会
長
早
川
覚
治
謝
恩
会
財
源
ト
シ
テ
桜
ノ
馬
場
「
本
宮
山
大
鳥
居
カ
ラ
大
崎
ニ



三
七 － 68 －

至
る
」
両
側
ノ
桜
ヲ
押
ヘ
テ
居
ル
松
ノ
木
ヲ
伐
ラ
シ
テ
貰
フ
コ
ト
ヲ
妙
厳
寺
ニ

承
認
ヲ
求
メ
、
伐
採
シ
テ
売
却
、
四
月
三
日
恩
師
ヲ
馬
場
ニ
招
待
シ
テ
桜
花
ノ

下
ニ
盛
大
ナ
ル
謝
恩
会
ヲ
開
催
ス
、
其
席
上
今
回
日
露
戦
争
ニ
於
テ
市
田
ニ
テ

ハ
一
人
の
戦
死
者
モ
出
ナ
カ
ツ
タ
コ
ト
ハ
、
其
昔
鳥
居
強
右
衛
門
様
ノ
加
護
ノ

賜
物
ト
思
フ
故
ニ
、
他
町
村
デ
ハ
忠
魂
碑
ノ
建
設
ガ
ア
ル
ガ
、
市
田
ト
シ
テ
ハ

鳥
居
強
右
衛
門
公
ノ
碑
ヲ
建
テ
ヽ
テ
ハ
如
何
ト
発
言
ア
リ
、
一
同
賛
成
、
区
会

ニ
計
リ
位
地
ヲ
赤
塚
山
ト
決
定
、碑
建
設
ノ
敷
地
ハ
在
郷
軍
人
ニ
地
ナ
ラ
シ
ヲ
、

其
下
ニ
小
学
校
ノ
運
動
場
三
反
歩
を
地
ナ
ラ
シ
ヲ
ス
ル
、
之
レ
ハ
野
口
市
田
学

区
民
惣
出
ニ
テ
十
一
日
間
ノ
奉
仕
竣
工
、　

鳥
居
烈
士
建
碑
基
壝
ノ
木
標
ヲ
建

テ
宝
飯
郡
長
村
上
金
一
郎
、
八
幡
村
長
鈴
木
岩
吉
氏
ノ
臨
席
ヲ
乞
ヒ
地
鎮
祭
ヲ

行
フ
、
郡
長
曰
ク
カ
ヽ
ル
偉
人
ノ
市
田
ヨ
リ
出
シ
タ
ル
ハ
市
田
ノ
名
誉
ハ
勿
論

ダ
ガ
、
又
宝
飯
郡
ノ
名
誉
誇
リ
ト
ス
ル
所
ナ
リ
、
此
建
碑
ハ
市
田
丈
ケ
等
ト
言

フ
軽
々
シ
ク
ス
ベ
キ
デ
ハ
ナ
イ
、
宝
飯
郡
ノ
事
業
ト
シ
テ
立
派
ニ
建
設
ス
ベ
キ

デ
ア
ル
ト
ノ
発
言
ア
リ
一
同
敬
服
ス
、
即
チ
郡
長
村
上
金
一
郎
、
県
会
ギ
員
白

井
九
一
郎
・
同
武
田
賢
次
、
村
長
鈴
木
岩
吉
、
歩
兵
第
十
八
聯
隊
長
権
藤
伝
次
、

鉾
田
俊
聯
隊
区
司
令
官
、宝
飯
郡
在
郷
軍
人
会
長
大
橋
崧
次
郎
発
起
人
ト
ナ
リ
、

各
町
村
長
ヲ
賛
助
員
、
各
学
校
長
同
様
賛
助
員
ト
ナ
ル
郡
会
ヲ
開
催
シ
テ
寄
付

金
の
分
担
ヲ
決
定
、
趣
意
書
ヲ
発
行
シ
テ
郡
内
有
志
ノ
寄
付
金
ヲ
募
集
ス
、
此

時
鳥
居
家
ノ
正
統
ノ
所
在
発
見
出
来
ズ
苦
慮
ス
ル
折
柄
、
武
州
忍
藩
士
田
村
敬

政
氏
ノ
（
卓
治
演
習
時
宿
舎
）
厚
意
ニ
因
リ
、
十
六
世
鳥
居
徳
厚
氏
東
京
堀
ノ

内
ニ
居
住
セ
ラ
ル
ヲ
知
り
、
寺
部
与
吉
・
早
川
卓
治
鳥
居
家
訪
問
、
市
田
ノ
意

表
ヲ
伝
へ
老
父
強
右
衛
門
清
商
氏
ニ
モ
面
接
、
系
図
書
キ
等
拝
見
、
徳
厚
氏
ノ

斡
旋
ニ
テ
墓
碑
烈
士
鳥
居
勝
商
碑
ノ
揮
毫
ヲ
旧
藩
主
伯
爵
奥
平
昌
恭
閣
下
ニ
、

時
世
歌
碑
ヲ
子
爵
松
平
忠
敬
閣
下
ニ
碑
陰
撰
文
時
ノ
陸
軍
編
修
横
井
忠
直
閣
下

ニ
御
願
ス
ル
コ
ト
ト
得
タ
ル
ハ
光
栄
ト
ス
ル
所
ナ
リ
、石
工
岡
崎
酒
井
孫
兵
ヱ
、

台
石
岡
崎
近
藤
藤
右
衛
門
氏
寄
進

大
正
三
年
十
月
十
八
日
除
幕
式
、
直
系
十
六
世
鳥
居
徳
厚
氏
除
幕

来
賓　

加
藤
騎
兵
旅
団
長
、
十
八
聯
隊
豊
橋
聯
隊
区
司
令
官
、
宝
飯
郡
在
郷
軍

人
会
長
、
各
町
村
長
、
各
学
校
長
、
郡
内
有
志

之
ト
ハ
前
後
シ
テ
岡
崎
市
地
理
学
者
志
賀
重
昴
氏
ア
メ
リ
カ
テ
キ
サ
ス
州
ア
ラ

モ
ノ
戦
ノ
勇
士
ノ
事
蹟
ヲ
賞
賛
シ
、
自
ラ
碑
ヲ
彼
地
ニ
建
設
、
此
石
日
本
鳥
居

強
右
衛
門
救
出
シ
テ
獲
ル
所
、
其
石
摺
酒
井
氏
ヨ
リ
贈
ラ
レ
現
存
ス

爾
来
宝
飯
郡
長
総
裁
ノ
下
ニ
祭
典
執
行
、
郡
制
廃
止
后
ハ
宝
飯
郡
町
村
会
長
総

裁
ニ
豊
川
市
長
総
裁
ト
執
行
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
、
終
戦
后
一
時
市
田
鳥
居
会
ニ
テ

執
行
、
昭
和
二
十
七
年
復
活
、
市
長
総
裁
ノ
下
ニ
三
百
七
十
五
年
祭
執
行　

鳥

居
勝
商
ノ
冊
子
発
行
（
鈴
木
範
一
先
生
著
）

（
以
下
、
昭
和
三
十
年
代
以
降
の
流
れ
に
つ
い
て
は
省
略
）

昭
和
四
十
八
年
四
月
十
四
日

　

こ
の
早
川
の
回
顧
に
よ
れ
ば
、
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
に
前
市
田
学
校
長

神
谷
福
之
助
の
二
十
五
年
勤
続
を
祝
う
謝
恩
会
の
席
上
で
、「
日
露
戦
争
後
、
各
地

で
戦
死
者
を
祀
る
忠
魂
碑
が
建
て
ら
れ
た
が
、
市
田
村
か
ら
は
一
人
の
戦
死
者
も
出

さ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
鳥
居
強
右
衛
門
の
加
護
に
よ
る
も
の
と
皆
が
考
え
、
記
念

碑
を
建
て
て
は
」
と
い
う
話
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

記
念
碑
建
設
を
区
会
に
諮
り
建
設
地
を
赤
塚
山
と
決
め
、
在
郷
軍
人
に
よ
る
地
な

ら
し
を
行
い
、
地
鎮
祭
を
行
っ
た
。
臨
席
し
た
八
幡
村
長
鈴
木
岩
吉
は
、
強
右
衛
門

の
よ
う
な
偉
人
が
市
田
か
ら
出
た
こ
と
は
、
市
田
だ
け
で
な
く
宝
飯
郡
の
名
誉
誇
り

と
す
る
と
こ
ろ
で
、
郡
の
事
業
と
し
て
立
派
な
碑
を
建
て
る
べ
き
と
発
言
し
た
。
そ

し
て
、
郡
長
、
県
議
会
議
員
、
豊
橋
の
歩
兵
第
十
八
聯
隊
長
、
聯
隊
区
司
令
官
、
在

郷
軍
人
会
長
ら
を
発
起
人
、
各
町
村
長
と
各
学
校
長
を
賛
助
員
と
し
た
郡
会
を
開
催

し
て
趣
意
書
を
発
行
、
寄
付
金
の
分
担
を
決
定
し
、
寄
付
金
募
集
を
開
始
し
た
。

　

早
川
ら
は
、
強
右
衛
門
の
子
孫
を
探
し
当
て
る
と
と
も
に
、
奥
平
信
昌
の
子
孫
奥

平
昌
恭
に
題
字
の
揮
毫
を
依
頼
し
た
。
ま
た
、
強
右
衛
門
の
碑
と
共
に
歌
碑
も
建
て

る
こ
と
と
な
り
、
こ
ち
ら
は
強
右
衛
門
の
子
孫
が
仕
え
た
旧
忍
藩
主
の
子
爵
松
平
忠

敬
、
有
海
の
記
念
碑
に
も
関
わ
っ
た
戦
史
家
の
横
井
忠
直
が
撰
文
し
た
。
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「
鳥
居
会
文
書
」
に
は
、
当
時
の
様
子
を
伝
え
た
明
治
四
十
二
年
二
月
二
十
四
日

の
地
元
紙
「
三
遠
日
報
」
の
切
り
抜
き
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
）
26
（  

。
そ
こ
に
は

「（
前
略
）
其
名
芳
し
き
鳥
居
強
右
衛
門
勝
商
最
後
地
は
、
今
の
南
設
楽
郡
東
郷
村
大

字
有
海
に
在
る
事
は
、
普
く
世
人
の
識
る
と
こ
ろ
な
れ
ど
も
、
其
の
呱
々
の
声
を
挙

げ
し
地
の
何
れ
な
る
か
を
知
る
者
甚
だ
少
き
を
慨
し
、
今
回
其
出
生
地
た
る
宝
飯
郡

八
幡
村
大
字
市
田
な
る
在
郷
軍
人
と
鳥
居
一
等
の
者
等
発
起
と
な
り
、
広
く
寄
付
金

を
募
集
し
て
一
大
碑
を
建
設
し
、
永
く
英
名
を
不
朽
に
伝
へ
ん
と
欲
し
（
後
略
）」

と
あ
り
、
強
右
衛
門
最
後
の
地
が
東
郷
村
有
海
で
あ
る
こ
と
は
世
に
知
ら
れ
て
い
る

が
、
出
生
地
が
八
幡
村
市
田
で
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
記
念
碑
を
立

て
よ
う
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
記
念
碑
に
あ
る
「
烈
士
」
と
は
「
鳥
居
会

文
書
」
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
財
賀
寺
住
職
の
発
案
だ
っ
た
と
い
う
。

　

さ
て
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
有
海
で
は
明
治
三
十
六
年
に
新
昌
寺
鳥
居
閣
建
設
が

行
わ
れ
た
。
市
田
に
お
け
る
強
右
衛
門
の
記
念
碑
が
完
成
し
た
の
は
大
正
三
年
で
あ

り
、
有
海
の
記
念
碑
の
方
が
二
年
余
り
先
行
し
て
い
る
が
、
建
設
計
画
自
体
は
完
成

の
五
年
以
上
前
か
ら
動
き
始
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
「
鳥
居
会
文
書
」
に
は
、
寄
付
金
斡
旋
を
勧
め
て
く
れ
た
軍
関
係
者
に
対
す
る
礼

状
の
控
え
が
複
数
綴
ら
れ
て
い
る
）
27
（  

。
強
右
衛
門
の
知
名
度
が
高
く
な
っ
て
い
た
こ

と
が
、
寺
田
・
早
川
を
は
じ
め
と
し
た
発
起
人
・
幹
事
た
ち
が
記
念
碑
建
設
の
た
め

の
寄
付
金
を
集
め
に
役
立
っ
た
の
だ
ろ
う
。　

　

記
念
碑
の
除
幕
式
は
、
大
正
三
年
十
月
十
九
日
に
約
一
四
〇
〇
名
を
集
め
て
盛
大

に
行
わ
れ
た
）
28
（  

。
当
日
は
、
宝
飯
郡
長
、
鳥
居
家
十
六
代
鳥
居
徳
厚
、
豊
橋
市
長
大

口
喜
六
、八
幡
村
長
ら
に
加
え
、
騎
兵
第
四
旅
団
長
ら
軍
関
係
者
も
多
数
列
席
し
た
。

な
お
、
市
田
の
強
右
衛
門
記
念
碑
建
設
に
は
、
先
に
見
た
新
昌
寺
住
職
の
横
山
良
仙
、

郷
土
史
家
の
皆
川
登
一
郎
（
新
城
）、
林
勲
平
（
長
篠
）、
牧
野
文
斎
（
東
郷
）
と
い

っ
た
長
篠
古
戦
場
周
辺
地
域
の
面
々
も
名
を
連
ね
て
い
た
。
強
右
衛
門
の
生
誕
地
市

田
の
人
々
が
中
心
と
な
り
な
が
ら
も
、
長
篠
古
戦
場
周
辺
の
人
々
の
協
力
を
得
る
形

で
建
設
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
記
念
碑
の
除
幕
に
先
立
ち
、
大
正
三
年
四
月
に
鳥
居
会
は
強
右
衛
門
の
木

像
を
松
永
寺
境
内
に
作
っ
た
）
29
（  

。
木
像
は
、
当
時
紀
州
藩
南
紀
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て

「烈士鳥居勝商碑」（表）
（豊川市市田）

「烈士鳥居勝商碑」（裏）
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い
た
強
右
衛
門
の
磔
の
図
像
を
、
強
右
衛
門
子
孫
の
鳥
居
徳
厚
が
模
写
し
た
も
の
を

鳥
居
会
が
譲
り
受
け
し
た
も
の
を
も
と
に
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

同
六
年
一
月
十
七
日
に
は
松
永
寺
の
裏
手
に
「
烈
士
鳥
居
勝
商
生
誕
地
」
の
碑
も
作

ら
れ
、
赤
塚
山
の
記
念
碑
・
歌
碑
と
と
も
に
多
く
の
訪
問
者
が
訪
れ
た
。

（
３
）
記
念
品
の
献
上
、
寄
贈
、
寄
贈
依
頼

　

鳥
居
会
は
、
記
念
碑
の
除
幕
式
の
後
、
方
々
へ
記
念
品
献
上
、
あ
る
い
は
寄
贈
を

し
て
い
る
。
最
も
多
い
の
は
記
念
絵
葉
書
で
、「
鳥
居
会
文
書
」
に
も
同
会
が
発
行

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
絵
葉
書
が
綴
じ
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
鳥
居
会
で
は
記
念
碑
と

歌
碑
の
石
摺
（
拓
本
）
の
献
上
と
寄
贈
も
行
っ
て
い
る
。
献
上
先
と
し
て
は
竹
田
宮

恒
久
、
北
白
川
宮
成
久
、
福
島
大
将
と
い
っ
た
よ
う
な
皇
族
と
軍
関
係
者
に
、
寄
贈

先
に
は
蒲
郡
町
立
大
正
文
庫
（
蒲
郡
南
部
小
学
校
の
旧
蔵
書
で
、
現
在
は
蒲
郡
市
立

図
書
館
の
文
庫
の
ひ
と
つ
）、
愛
知
県
第
二
師
範
学
校
、
豊
橋
市
立
図
書
館
（
現
豊

橋
市
図
書
館
）、
名
古
屋
第
一
師
範
学
校
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
豊
橋
市
立
図

書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
は
、
表
装
の
痛
み
激
し
い
が
現
存
し
て
い
る
。

　

一
方
、
強
右
衛
門
の
記
念
碑
の
存
在
が
世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
主
に
軍

関
係
者
か
ら
の
石
摺
寄
贈
依
頼
が
相
次
ぐ
よ
う
に
な
る
。
鳥
居
会
は
、
こ
れ
ま
で
に

各
所
へ
献
上
、
寄
贈
し
た
石
摺
は
建
碑
前
に
作
成
し
た
も
の
で
、
除
幕
式
の
後
は
記

念
碑
を
神
聖
な
も
の
と
し
て
扱
う
た
め
新
た
な
石
摺
は
行
っ
て
い
な
い
と
し
て
寄
贈

を
す
べ
て
断
っ
た
。

（
４
）
市
田
を
訪
れ
る
軍
関
係
者

　

強
右
衛
門
の
記
念
碑
完
成
か
ら
一
八
年
後
の
昭
和
七
年
か
ら
同
十
二
年
に
か
け

て
、
豊
橋
の
歩
兵
第
十
八
聯
隊
や
陸
軍
大
学
校
の
演
習
が
た
び
た
び
市
田
の
地
で
行

わ
れ
、
赤
塚
山
の
強
右
衛
門
の
記
念
碑
や
、
磔
に
さ
れ
た
強
右
衛
門
の
旗
印
を
も
と

に
し
て
松
永
寺
内
に
作
ら
れ
た
強
右
衛
門
像
を
見
学
に
訪
れ
て
い
る
。「
鳥
居
会
文

書
」
に
は
軍
関
係
者
か
ら
の
演
習
案
内
や
、
訪
問
の
相
談
、
訪
問
後
の
礼
状
が
多
く

綴
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
み
て
い
く
と
、
訪
れ
る
の
は
赤
塚
山
の
記
念
碑
よ
り
も

松
永
寺
の
強
右
衛
門
像
の
方
が
多
い
）
30
（  

。
ま
た
、
早
川
や
寺
部
は
求
め
に
応
じ
て
強

右
衛
門
に
関
す
る
講
話
を
行
っ
て
い
た
。

　

鳥
居
会
が
、
強
右
衛
門
最
期
の
姿
を
誰
も
が
想
像
で
き
る
強
右
衛
門
像
を
作
っ
た

こ
と
、
さ
ら
に
市
田
が
軍
都
と
な
っ
た
豊
橋
の
最
寄
り
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
軍
関
係

者
に
よ
る
強
右
衛
門
顕
彰
の
活
発
化
に
つ
な
が
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

鳥
居
強
右
衛
門
は
、
近
世
初
期
か
ら
軍
記
物
に
登
場
し
て
お
り
、
東
三
河
に
お
い

て
も
文
化
人
た
ち
が
地
誌
や
著
作
物
で
強
右
衛
門
の
事
績
を
紹
介
し
て
い
た
。
長
篠

古
戦
場
周
辺
の
人
々
は
、
そ
れ
ら
か
ら
得
た
と
思
わ
れ
る
情
報
を
基
に
墓
碑
を
立
て

る
な
ど
し
て
強
右
衛
門
を
顕
彰
し
て
い
た
。

　

明
治
初
年
に
は
浮
世
絵
に
よ
っ
て
視
覚
的
に
強
右
衛
門
の
事
績
が
紹
介
さ
れ
、
そ

「鳥居強右衛門辞世歌碑」（表）
（豊川市市田）
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の
後
は
日
本
の
対
外
進
出
と
と
も
に
強
右
衛
門
の
自
己
犠
牲
の
事
績
が
強
調
さ
れ
て

い
っ
た
。

　

明
治
中
期
以
降
は
、
強
右
衛
門
最
期
の
地
で
あ
る
長
篠
・
東
郷
地
区
に
お
い
て
、

特
に
有
海
の
新
昌
寺
が
中
心
と
な
っ
て
鉄
道
会
社
も
関
与
し
な
が
ら
顕
彰
が
行
わ

れ
、
学
校
教
育
の
中
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
動
き
は
、
大
正
に

入
る
と
愛
知
県
が
進
め
た
史
蹟
調
査
、
保
存
事
業
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
た
形
で
行
わ

れ
、
羽
賀
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
長
篠
古
戦
場
は
合
戦
の
様
子
を
知
る
こ
と
の

で
き
る
史
蹟
空
間
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

一
方
、
強
右
衛
門
生
誕
の
地
と
さ
れ
る
市
田
で
は
、
最
期
の
地
で
あ
る
長
篠
古
戦

場
付
近
に
比
べ
て
生
誕
の
地
が
人
々
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
日
露
戦
争
で

戦
死
者
を
出
さ
な
か
っ
た
こ
と
が
契
機
と
な
り
、
強
右
衛
門
の
記
念
碑
建
設
を
は
じ

め
と
し
た
顕
彰
活
動
が
始
ま
っ
た
。
市
田
で
の
顕
彰
活
動
は
、
地
元
の
有
志
が
行
政

や
在
郷
軍
人
会
を
巻
き
込
み
、
強
右
衛
門
の
子
孫
の
協
力
も
得
な
が
ら
地
元
宝
飯
郡

だ
け
で
な
く
長
篠
古
戦
場
の
あ
る
長
篠
村
や
東
郷
村
、
さ
ら
に
は
豊
橋
の
歩
兵
第

十
八
聯
隊
も
巻
き
込
ん
だ
大
規
模
な
活
動
に
発
展
し
て
い
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
か
ら
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
た
強
右
衛
門
の
近
代
に

お
け
る
顕
彰
は
、
強
右
衛
門
の
最
後
の
教
訓
性
を
利
用
し
た
い
軍
部
の
思
惑
は
あ
り

つ
つ
も
、
郷
土
の
偉
人
を
誇
り
た
い
長
篠
古
戦
場
付
近
の
人
々
と
強
右
衛
門
の
出
身

地
市
田
の
人
々
に
よ
っ
て
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

（
豊
橋
市
図
書
館　

主
任
学
芸
員
）

【
謝
辞
】
本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
新
城
市
設
楽
原
歴
史
資
料
館
の
湯
浅
大
司
館
長
、

同
館
及
び
長
篠
城
址
史
跡
保
存
館
職
員
の
皆
様
に
は
史
料
調
査
、
撮
影
の
便
宜
を
図

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
新
城
市
有
海
の
織
田
昌
彦
氏
に
は
、
有
海
地
区
に

お
け
る
長
篠
合
戦
及
び
強
右
衛
門
顕
彰
に
つ
い
て
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ

に
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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【表】明治から昭和戦前期にかけての東三河における長篠古戦場・鳥居強右衛門顕彰（筆者作成）

年月日 出来事
明治17年（1884） 長篠村の林重三郎、長篠古戦場来訪者の名簿帳を綴る
明治24年（1891）11月22日 長篠村大字長篠字西野々に馬場信房殿戦忠之碑建立
明治26年（1893）6月 出沢村字前畑に馬場美濃守戦死墓建立
明治27年（1894） 馬場美濃守墓に句碑建立
明治28年（1895） 出沢村では馬場美濃守戦死墓前の前で施餓鬼法要
明治33年（1900） 林重三郎『三州設楽郡長篠古戦場図』刊行
明治34年（1901） 『南設楽郡誌』編纂に係る長篠古戦場調査
明治35年（1902） 茶臼山神社境内に織田信長歌碑建立
明治36年（1906） 有海新昌寺に鳥居閣建設
明治42年（1912）2月 市田赤塚山に鳥居勝商顕彰碑建立のための地鎮祭執行
大正2年（1913）4月16日 有海字篠原に鳥居強右衛門磔死之趾碑建立
大正2年（1913）11月18日 長篠小学校が『甲陽軍鑑』、『信玄全集』、『甲斐国志』購入
大正3年（1914）1月 長篠古戦場に戦蹟案内の石標建立 /古戦場案内図発行
大正3年（1914）4月17日 市田の松永寺に強右衛門の木像が作られ開眼供養執行
大正3年（1914）5月 長篠古戦場に武田諸将の墓碑建立
大正3年（1914）9月 長篠駅（現大海駅）前に鳥居権現の碑建立
大正3年（1914）5月14日 市田赤塚山に鳥居勝商歌碑建立
大正3年（1914）10月18日 市田赤塚山に鳥居勝商顕彰碑建立、除幕式
大正3年（1914）11月10日 詩歌句集『なかしの』出版

大正4年（1915）8月11日 長篠古戦場顕彰会第 1回総会を東郷村大字八束穂の信玄花菱座で
開会

大正6年（1917）1月17日 市田松永寺の裏手に鳥居勝商誕生地碑建立
大正6年（1917）3月 強右衛門墳墓修理のための募金
大正6年（1917）6月 八束穂字八子に土屋昌次戦死之地の碑建立
大正7年（1918）3月17日 久邇宮一家、天王山と長篠城址に植樹
大正7年（1918）8月 長篠城本丸に城址の碑建立
大正9年（1920）6月 鳥居強右衛門の墓域拡大と新設
大正11年（1922）1月25日 名古屋新聞に鉄道敷設に伴う長篠城址への反対意見書が掲載
大正14年（1925）12月16日 新昌寺鳥居閣前において三百五十年祭開催
大正15年（1926）6月25日 『南設楽郡誌』刊行
昭和4年（1929）12月17日 長篠城址が史蹟指定される

昭和5年（1930）12月26日 信玄祖師堂（日蓮宗東三教会所）に長篠役陣歿者忠魂堂設置。
東三河教育界会員により位牌設置

昭和6年（1931）8月 信玄塚に火おんどりに女子供による盆踊り開始
昭和7年（1932）12月～ 歩兵第十八聯隊や陸軍大学校が市田で演習を実施
昭和10年（1935）7月9日 山梨県人の長篠古戦場見学団来村
昭和10年（1935）8月 柿原明十が長篠古戦場の戦蹟を巡り『地歴の甲斐』に発表
昭和10年（1935）11月 山崎良平の墓碑調査『東郷村における長篠合戦関係墓碑』
昭和13年（1938）5月21日 竹広村信玄原に宝篋印塔建立、山梨県人による慰霊法要
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（
１
）
金
子
拓
『
長
篠
合
戦
の
史
料
学
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
八
）、
同
『
長
篠
合
戦　

鉄
砲
戦

の
虚
像
と
実
像
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
二
三
）。 

（
２
）
羽
賀
祥
二
『
史
蹟
論　
　

十
九
世
紀
日
本
の
地
域
社
会
と
歴
史
意
識
』（
名
古
屋
大
学
出

版
会
、
一
九
九
八
）。 

（
３
）
金
子
拓
『
鳥
居
強
右
衛
門　

語
り
継
が
れ
る
武
士
の
魂
』（
平
凡
社
、二
〇
一
八
）。
以
下
、

金
子
氏
『
強
右
衛
門
』
と
表
記
す
る
。

（
４
）
前
掲
、
羽
賀
氏
著
書
。

（
５
）
令
和
七
年
度
図
書
館
資
料
展
「
長
篠
合
戦
と
東
三
河
の
人
々
」

（
６
）
菅
野
洋
介
「
長
篠
合
戦
伝
承
の
由
緒
と
「
知
」
の
継
承
―
太
田
白
雪
と
羽
田
野
敬
雄
の
著

作
を
例
に
―
」（
中
野
達
哉
監
修
・
駒
澤
大
学
近
世
史
研
究
会
編
『
近
世
三
河
と
地
域
社
会
』

岩
田
書
院
、
二
〇
二
三
）。

（
７
）
前
掲
、
金
子
氏
『
強
右
衛
門
』
八
二
〜
一
〇
一
頁
。

（
８
）『
鳳
来
町
誌　

長
篠
の
戦
い
編
』（
鳳
来
町
、
一
九
九
七
）
四
四
七
頁
、
新
城
市
郷
土
研
究

会
編
『
長
篠
戦
後
四
百
年
史
』（
新
城
市
教
育
委
員
会
編
、
一
九
七
五
）
三
七
頁
。

（
９
）
前
掲
菅
野
氏
論
文
。

 （ 10
）
羽
田
野
敬
雄
『
安
天
羅
日
記
』（「
橋
良
文
庫
」
豊
橋
市
図
書
館
蔵
）。

 （ 11
）
前
掲
、
羽
賀
氏
著
書
三
八
五
頁
。

 （ 12
）
前
掲
『
鳳
来
町
誌
』
四
五
一
頁
。

 （ 13
）
以
下
、
長
篠
阿
部
家
に
つ
い
て
は
、『
近
世
近
代
東
三
河
文
化
人
名
辞
典
』（
未
刊
国
文
資

料
刊
行
会
、
二
〇
一
五
）
に
拠
っ
た
。

 （ 14
）
以
下
、
本
章
の
断
り
の
な
い
引
用
は
同
書
よ
り
。

 （ 15
）
前
掲
、
羽
賀
氏
著
書
。

 （ 16
）
前
掲
『
鳳
来
町
誌
』
四
五
八
〜
四
五
九
頁
。

 （ 17
）『
初
代
丸
山
館
長
の
郷
土
再
発
見
』（
新
城
市
長
篠
城
址
史
跡
保
存
館
、
二
〇
一
八
）。

 （ 18
）
前
掲
『
鳳
来
町
誌
』
四
六
一
〜
四
六
二
頁
。

 （ 19
）
前
掲
『
長
篠
戦
役
四
百
年
』
九
一
頁
。

 （ 20
）
丸
山
彭
『
甲
州
の
名
将 

馬
場
美
濃
守
信
房
公
と
そ
の
子
孫
』（
鳳
来
町
立
長
篠
城
址
史
跡

保
存
館
、
一
九
七
一
）、
同
『
甲
州
の
剛
将
内
藤
昌
豊
公
と
そ
の
子
孫
』（
鳳
来
町
立
長
篠

城
趾
史
跡
保
存
館
、
一
九
八
七
）、『
烈
士
鳥
居
強
右
衛
門
と
そ
の
子
孫
』（
鳳
来
町
立
長

篠
城
趾
史
跡
保
存
館
、
一
九
九
三
）。

（ 21
）
以
下
、『
長
篠
戦
役
四
百
年
』
一
〇
〇
〜
一
〇
二
頁
。

（ 22
）
前
掲
、
羽
賀
氏
著
書
三
八
八
〜
三
九
三
頁
。

（ 23
）
前
掲
、
羽
賀
氏
著
書
三
九
五
〜
三
九
六
頁
。

（ 24
）
前
掲
、
羽
賀
氏
著
書
三
九
六
〜
三
九
七
頁
。

（ 25
）「
鳥
居
会
文
書
」
五
―
七
。

（ 26
）「
鳥
居
会
文
書
」
一
―
三
「
明
治
四
十
二
年
二
月
二
十
四
日
付　

三
遠
日
報
切
り
抜
き
」。

（ 27
）「
鳥
居
会
文
書
」
一
―
八
「
大
正
二
年
十
二
月
二
十
三
日
付　

豊
橋
聯
隊
区
指
令
豊
橋
聯

隊
区
司
令
部
鉾
田
俊
宛
て
早
川
金
作
・
寺
部
与
吉
書
簡
」
ほ
か
。

（ 28
） 「
鳥
居
会
文
書
」
一
―
二
三
「
大
正
三
年
十
月
十
九
日
付　

新
朝
報
切
り
抜
き
」、
同
番
外

「
祭
典
記
録
」。

（ 29
）
前
掲
、
金
子
氏
『
強
右
衛
門
』
二
六
七
〜
二
七
一
頁
。

（ 30
）「
鳥
居
会
文
書　

往
復
書
類
綴　

壱
」。


